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「概要」 
株式会社アッチェ(所在地：東京都港区、代表取締役社長：南部 景樹)は、水素担持サンゴ
カルシウム G2 の医療分野への応用に関する共同研究を国立成育医療研究センターと行い、
動物モデルでの非アルコール性脂肪性肝炎(NASH)の重症度が改善されることを発見しま
した。 
いわゆる脂肪肝は最も一般的な慢性肝疾患の一つであり、世界的な有病率は 25%とも言わ
れています。そのうち非アルコール性脂肪性肝炎(NASH)は生活習慣、食習慣に影響され
やすいとされています。脂肪肝炎は加齢による酸化ストレスの増加や脂肪の蓄積など様々

な原因で発症し、慢性化により肝硬変や肝細胞癌の原因となります。 
気体である水素を直接体内に取り込むことは難しいですが、水素担持サンゴカルシウムG2
は水素を炭酸カルシウムの中に閉じ込めています。今回の研究成果では、非アルコール性

脂肪性肝炎(NASH)になった動物モデルラットに対して水素担持サンゴカルシウム G2を投
与すると、肝臓を保護する効果があるということが明らかになりました。炎症抑制、脂肪

蓄積抑制、アポトーシス抑制の作用による水素の脂肪肝炎に対する予防・治療の確かな効

果を示し、ヒト臨床応用へのさらなる可能性に寄与することが期待されます。 
本研究成果は、国際的な学術誌である nature.com「Scientific Reports」に 2023年 7月 19
日に掲載されました。 
 

 
＜研究のイメージ図＞：NASH治療効果のメカニズムとして、水素担持サンゴカルシウム
G2が脂肪生成経路を阻害し細胞内の脂肪蓄積を抑制するとともに抗アポトーシス作用を
発揮することで、細胞のアポトーシス(細胞死)への誘導を阻害することで高齢ラットの

NASH の進行を逆転させる効果を示すものです。 
 
「プレスリリースのポイント」 
● 本研究では水素分子を水素担持サンゴカルシウム G2 の形で摂取することで NASH
疾患モデルのラットの脂肪肝炎が改善されました。さらに遺伝子レベルの解析で炎
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症抑制、脂肪蓄積に抑制、アポトーシスの抑制の作用があることを示しました。 
● 今までも水素は肝疾患の治療に有用ということはわかっていましたが、水素の投

与法は簡便ではありませんでした。 
● 以上の結果より水素担持サンゴカルシウム G2 が脂肪肝炎の脂肪変性、炎症及びア
ポトーシスに対して顕著な肝保護効果を発揮することがわかりました。同様の効

果がヒトでも予想され、生活習慣病として問題になる脂肪肝の進行を抑制する新

たな治療法となることが期待されます。 
 
「背景・目的」 
脂肪肝は最も一般的な慢性肝疾患であり、世界的な有病率は 25％です。生活習慣病として
注目されているだけでなく、長期的な脂肪肝炎は肝硬変や肝細胞癌（HCC）の主要な原因

であり、肝臓疾患の予防のためにさらなる進行を止めることが非常に重要とされています。

非アルコール性脂肪性肝炎(NASH)は過度のアルコール摂取がなくても発症し、不健康な

食生活や運動不足と関連しています。 
一方、水素分子(H2)は活性酸素の毒性を中和することで注目されていました。他の活性酸

素種に影響を与えることなく、細胞毒性の酸素ラジカルを選択的に緩和することで、予防

や治療に応用できる抗酸化物質として機能することが既に報告されています。本研究では、

水素分子の供給源として、水素担持サンゴカルシウム G2 を用いて、NASH を発症したラ
ットに対してどのように肝炎の発症を抑制できるか、遺伝子の発現と炎症マーカーを調べ

ることで効果を検討しました。 
 
「研究概要」 
まず、6 ヶ月齢の F344 雄性ラットに絶食後 4 日間コリン欠乏高炭水化物無脂肪食

(CDHCFF)を与え、非アルコール性脂肪性肝炎（NASH）の状態にしたラットとその対照

群を作りました。さらにそれぞれ普通食を 4日間与える群と水素担持サンゴカルシウムG2
を添加した普通食を 4 日間与える群に分けて比較しました。その結果、脂肪肝ラットにお

いては水素担持サンゴカルシウム G2 を与えることで脂肪肝炎が改善することがわかりま

した。それぞれのラットの肝臓を顕微鏡レベルでの病理像の変化および遺伝子レベルで解

析を行い遺伝子発現の差異を確認しました。 
以上の研究から、①水素担持サンゴカルシウム G2 は血清 AST、ALT などの炎症マーカ

ーの増加、炎症細胞の増加、炎症促進分子に関わるmRNA遺伝子の発現の増加を抑えるこ

とがわかりました。炎症を引き起こす刺激を抑制することで、免疫細胞の過剰活性化に

よる炎症で肝細胞が障害されることを抑制することを示すデータが得られました。②
また脂肪肝炎ではアポトーシスと呼ばれる細胞の自死に至るシグナルが活性化されま

すが、NF-KB やカスパーゼなどのアポトーシス促進作用を抑制することも今回発見し
ました。③最後に脂肪合成に関わるSREBP-1c/FAS経路の酵素遺伝子の発現を低下さ
せることで肝細胞内の脂肪蓄積を抑制し脂肪肝炎の進行を防ぐことがわかりました。 
 
「今後の展望」 
脂肪肝やNASHの有病率は肥満率の増加と相まって著しく増加しており、老化によっても

引き起こされます。一方で、水素分子は細胞毒性のある活性酸素を選択的に減少させるこ

とで、治療用の抗酸化物質として作用することが報告されてきました。特に虚血後再灌流

障害、大腸炎、老化関連疾患など多くの疾患で注目されています。本研究成果は水素担持

サンゴカルシウム G2が脂肪肝炎の予防、治療の新たな可能性となることを示すだけでな

く、同様のメカニズムにより生じる他の疾患にも応用可能であることを期待させ、またよ

り多く疾病の治療・予防に応用できる有望な潜在的を実証したと言えます。 
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「用語解説」 
非アルコール性脂肪性肝炎(NASH) 

明らかな飲酒歴がないにも関わらず、アルコール性肝障害に類似した肝障害を非アルコー

ル性脂肪性肝疾患 nonalcoholic fatty liver disease (NAFLD) と呼びます。NAFLDの進

行型で、肝組織上アルコール性肝炎に類似した炎症細胞浸潤・線維化を認める疾患を非ア

ルコール性脂肪肝炎 nonalcoholic steatohepatitis (NASH) と呼びます。NASHは生活習

慣、食習慣に影響されやすいとされています。脂肪肝炎は加齢による酸化ストレスの増加

や脂肪の蓄積など様々な原因で発症し、慢性化により肝硬変や肝細胞癌の原因となりま

す。 
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